
＜様式 6-5 学校教育活動支援事業成果報告書＞ 

【活動の主題】 八幡商業高校 第１２回近江商人再生プロジェクト 

【副題】 

【学校名】  滋賀県立八幡商業高等学校 

 

１ 本校の概要 

本校は令和8年度に創立140 周年を迎える伝統ある

商業高校である。専門の商業学科の学校であり、小学

科として商業科、国際経済科、情報処理科の３つがあ

る。教育目標としては「１．新しい商業教育（ビジネス

教育）の構築」、「２．部活動の活性化」、「３．国際理解

教育の構築」を掲げている。また、「天八魂を受け継ぎ、

高い志を持って、広い視野で、深く考えることができ、

将来、ビジネス社会のリーダーとして活躍できる生徒」

を目指す生徒像としている。 

 

２ 取り組んだ内容 

（１）近江商人再生プロジェクト 

近江商人の精神や商法等を実践的に体験し、「三方よ

し」の精神を学ぶ取り組みである。取り組み内容は次

のア～ウの通りである。 

ア．夏期休業中等を利用し、滋賀と関係のある市町を

訪問し、滋賀の特産物を販売するとともに近江商人の

手法である「産物廻し」を体験する。 

イ．滋賀県および関係のある市町の特産物を仕入れ、

販売することで、その収益金の一部を震災復興等社会

福祉支援に寄付し、三方よしの世間よしにつなげる。 

ウ．訪問地の、地元の人たちや近江商人の末裔、本校卒

業生との交流を通し、その地域の地域経済状況を学ぶ。 

5 月から毎週 1 回の研修会を実施し、近江商人の精

神や商法の学習、訪問地域の経済状況などの調査を行

った。6 月に入ると生徒自身が販売したい商品を選定

し、自分たちで業者様に電話などで仕入れ交渉を行っ

た。7 月初旬には暑さと行商による販売に慣れるため

に学校近隣の地域で販売実習を行った。 

第12回のプロジェクトは、

7月21日に近江八幡市をバ

スで出発し、岐阜県大垣市

で仕入実習と販売実習を行

った。2日目は、長野県諏訪

市で諏訪実業高校の生徒と

交流して販売実習を行い、午後からは東京都八王子市

に移動して販売実習を行った。 

3 日目は再び八王子市で販売実習を行い、午後から伊

藤忠商事様で企業研修を受け、夕方は本校の同窓会組

織である東京尚商会と交流した。 

4日目は、横浜市で横浜商業

高校の生徒と交流し販売実

習を行った。午後からは近江

八幡市と夫婦都市である静

岡県富士宮市に移動し、市役

所などで販売実習を行った

後、高校会議所の生徒と交流した。 

5 日目も富士宮市内で販売

実習を行い、同時に仕入実

習も行い、夕方に帰郷した。

6 日目は地元への還元とし

て、学校近隣の商業施設で

大垣市や富士宮市で仕入れ

た商品を販売した。その後、学校に戻ってから最終的

な会計処理を行った。これらの販売実習で得た利益は、

災害のあった熊本県などに寄付をさせていただいた。 

 

（２）昨年度からの変更点と、新たな取り組み 

近年、7 月は連日のように熱中症アラートが発令さ

れている。このことから、昨年度から、販売実習は比較

的気温が抑えられている午前中に行うようにしている。

また、バス代や宿泊代が大幅に値上がりしていること

から、日程を１日短縮し、宿泊も１回減らしている。 

 今年度からは、キャッシュレス決済にも対応できる

ように auPAY を導入した。実際の利用者数はそれほど

多くなかったが、商業高校として決済について学習す

る良い機会となった。 

 

３ 活動の成果 

帰校後の式では「班や天八商店のメンバーがいたか

ら、ここまでできました」、「コミュニケーションを取

るのが苦手だったが、とても大きな自信になった」な

ど自身の成長を語る生徒が多く、商業の学習だけでな

く内面的にも成長した様子が伺えた。その後の学校内

外での活動でもリーダーシップを発揮する生徒が増え

たように思われる。しかし、物価上昇が今後も続くこ

とが予想されるので、いかに費用を抑えながらこれま

での成果を維持していくかが大きな課題である。 

大垣市での販売 

伊藤忠商事様での研修 

富士宮市役所での販売 


